
 

●小学生の顔・頭のケガの発生件数の移り変わり ●小学生の骨折の発生率とケガの発生件数の移り変わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「転べない？」子どもたち 
「転んで手の骨を折った」「飛び跳ねたら足をひねって骨折した」など、

ちょっとしたことで骨折したり、とっさに手をつけず顔を打ったり、ボー

ルをよけられず、ケガをしたりといった子どもたちが増えています。 

バランス感覚を養ったり、自らの身を守る方法を身に付けたりする遊

びを、小さいころに経験させることが、子どもを大ケガから守ることにつ

ながります。 

遊び環境の変化が原因？ 
文部科学省の調査による

と、「自分が子どもの頃と比

較して今の子どものスポー

ツや遊びの環境が「悪くな

った」と６０.8％の方が回

答しています。 

また、「悪くなった」に関

して「それは、どのようなと

ころか」と聞いたところ（左

表）「子どもが自由に遊べる

空き地や生活道路が少なく

なった」が最も高くなって

います。 
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約１０万件も

頭のケガ！ 
どんどん増える

骨折！ 
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「体力・スポーツ世論調査」 

子どもが自由に遊べる空き地

や生活道路が少なくなった   
スポーツや外遊びができる時
間が少なくなった  
スポーツや外遊びをする仲間
（友達）が少なくなった  
親子でスポーツに親しむ機会
が少なくなった  
子どもが自由に利用できるス
ポーツ施設が少なくなった  
地域におけるスポーツ指導者
が少なくなった  
そ     の     他   
わ  か  ら  な  い 

遊びの「空間」「時間」「仲間」が

少なくなった。３つの「間
ま

」で、

「サンマ」と言ったりもします 
学力・体力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊びながら運動習慣づくりを！  親子で 
北海道教育庁根室教育局では、（財）日本レクリエーション協会と協力して親子で一緒にでき

る簡単な運動を紹介した「親子で元気アップ・プログラム」を作成しました。根室教育局ウェ

ブページ（http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp）に掲載していますので、ご覧ください。 

セーノでピョン 

■やり方 

①２人は、横に並んで立ち両手をつなぐ（跳ぶ人の

手を上に） 

②「セーノ」のかけ声で、軸になる人は跳ぶ人を反

対側へ運ぶように、跳ぶ人はタイミングをあわせ

てジャンプする。 

片足しゃがみ立ち 

■やり方 

①２人で手をつなぎ、片足で立った姿勢から、しゃ

がんで立ち上がる。 

※何かにつかまって１人でやるものＯＫ。前に出し

た足は曲げても良い。反対の足もやってみよう 

② 子どもと向き合う 

運動している子どもの

様子をしっかり見守る 

③ 少しずつマスター 

急がせたりせずに一緒

にゆっくり進める 

④ おしつけない 

できなくても「ダメ」と

思わず気長に取り組む 

⑤ 言葉かけ 

「すごい」「できたね」

と頑張りを認める 

① 環境をつくる 

テレビを消してはじめ

るための環境をつくる 

「まずは親が楽しんで、子どもと優しくコミュニケーションを

とりながら」というのがポイントのようですね。 

お得情報 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/

